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―
―
日
本
再
共
済
連
の
概

要
は
。

角
田

会
員
で
あ
る
職
域

や
地
域
の
生
活
協
同
組
合
、

事
業
協
同
組
合
に
対
し
て
、

「
火
災
」
「
自
然
災
害
」

「
生
命
」
な
ど
の
再
共
済
を

提
供
し
て
い
る
。
現
在
の
会

員
数
は

会
員
。
内
訳
は
、

59

地
域
生
協

、
職
域
生
協

47

8
、
生
協
連
合
会
2
、
市
民

生
協
1
、
事
業
協
同
組
合
が

1
と
な
っ
て
い

る
。―

―
歴
史
は
。

角
田

現
在
の

再
共
済
事
業
専
門

団
体
に
至
る
ま
で

に
組
織
改
編
を
4

回
行
っ
た
。
今
か

ら
約

年
前
、
五

35

つ
の
単
産
共
済
が

自
動
車
共
済
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
、
「
全

国
単
産
労
働
者
共
済
生
活
協

同
組
合
連
合
会
」
（
単
産
共

済
連
合
会
）
と
し
て
ス
タ
ー

ト
（
設
立
認
可
日
は
1
9
7

5
年
1
月

日
）
。
そ
の

13

後
、

年
に
「
全
国
労
働
者

80

自
動
車
共
済
生
活
協
同
組
合

連
合
会
」
（
自
動
車
共
済

連
）
と
な
り
、

年
に
自
動

87

車
共
済
の
契
約
引
き
受
け
を

中
止
し
、
各
労
働
者
共
済
に

契
約
を
移
行
し
た
。
こ
こ
で

再
共
済
事
業
を
開
始
す
る
と

と
も
に
「
全
国
労
働
者
共
済

生
活
協
同
組
合
再
共
済
連
合

会
」
（
全
労
済
再
共
済

連
）
へ
と
組
織
を
変
更
し

て
「
再
共
済
事
業
団
体
」
と

な
っ
た
。
2
0
0
4
年
に
は

自
動
車
共
済
事
業
（
損
害
調

査
業
務
、
情
報
処
理
な
ど
）

を
全
労
済
に
統
合
し
て
「
再

共
済
専
門
団
体
」
と
な
り
、

年
に
「
日
本
再
共
済
生
活

06協
同
組
合
連
合
会
」
（
日
本

再
共
済
連
）
に
名
称
変
更
。

生
協
の
共
済
だ
け
で
な
く
、

共
済
協
同
組
合
が
行
う
共
済

全
体
の
再
共
済
専
門
団
体
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

―
―
再
共
済
事
業
の
内
容

は
。角

田

現
在
実
施
し
て
い

る
再
共
済
は
①
総
合
（
慶

弔
）
共
済
再
共
済
②
火
災
共

済
再
共
済
③
自
然
災
害
共
済

再
共
済
④
交
通
災
害
共
済
再

共
済
⑤
生
命
共
済
再
共
済
⑥

自
動
車
共
済
再
共
済
⑦
自
賠

責
共
済
再
共
済
―
の
7
種

目
。―

―
研
究
活
動
の
内
容

は
。角

田

近
年
、
共
済
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
劇
的
な

変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
直
近
の
周
辺
課
題
を
テ

ー
マ
に
「
共
済
課
題
研
究

会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
昨

年

月
に
は
「
日
本
に
お
け

11
る
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
し
、

の
共
済
団
体
が

22

参
加
し
た
。
こ
の
研
究
会

は
、
1
9
9
0
年
に
〝
再
共

済
・
再
保
険
な
ら
び
に
自
動

車
共
済
に
つ
い
て
、
国
内
外

の
制
度
・
理
論
を
研
究
す
る

場
〟
と
し
て
「
再
共
済
研
究

会
」
の
名
称
で
始
ま
り
、
そ

の
後
毎
年
開
催
し
て
き
た
。

再
共
済
事
業
開
始

周
年
を

20

記
念
し
て
、
2
0
0
7
年
に

「
共
済
課
題
研
究
会
」
と
名

称
を
改
め
、
よ
り
多
く
の
共

済
団
体
に
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
開

催
し
て
い
る
。

―
―
社
会
貢
献
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
る
が
。

角
田

大
き
な
活
動
と
し

て
は
三
つ
。
一
つ
は
、
再
共

済
事
業
開
始

周
年
の
記
念

10

事
業
と
し
て
1
9
9
7
年
か

ら
2
0
0
4
年
ま
で
取
り
組

ん
だ
「
盲
導
犬
育
成
事
業
へ

の
支
援
」
。
二
つ
目
は
、
自

動
車
共
済
と
自
賠
責
共
済
を

中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い
た

当
時
、
1
9
9
9
年
6
月
に

「
交
通
安
全
推
進
宣
言
」
を

採
択
し
安
全
な
車
社
会
を
目

指
し
、
各
種
の
交
通
安
全
推

進
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。
三

つ
目
は
、
再
共
済
事
業
開
始

周
年
を
記
念
し
て
開
始
し

20

た
「
自
然
環
境
の
再
生
活

動
」
。
2
0
0
7
年
5
月
か

ら
「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」

を
実
施
し
て
お
り
、
資
金
援

助
と
、
会
員
の
役
職
員
と
共

に
山
梨
県
鳴
沢
村
で
年
1
回

（
5
月
）
の
植
樹
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
4
年
間

で
約
3
0
0
0
本
を
植
樹
し

た
。
ま
た

年
か
ら
は
フ
ィ

09

リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
の
ヌ
エ

バ
ビ
ス
カ
ヤ
の
森
林
再
生
支

援
も
行
っ
て
お
り
、

年
7

10

月
に
は
会
員
団
体
と
日
本
再

共
済
連
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
し
1
0
0
0
本
を
植
樹

し
た
。

―
―
活
動
の
特
徴
は
。

角
田

特
に
「
富
士
山
の

森
づ
く
り
」
は
、
日
本
再
共

済
連
の
単
独
の
事
業
で
は
な

く
、

団
体
（
企
業
・
団

24

体
、
自
治
体
・
大
学
・
研
究

機
関
な
ど
）
と
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
て
協
働
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
森
に
は
、

よ
く
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
に

見
ら
れ
る
「
〇
〇
の
森
」
と

い
う
看
板
は
な
い
。
外
へ
向

か
っ
て
宣
伝
し
な
い
森
づ
く

り
と
い
う
の
も
特
徴
だ
と
思

う
。―

―
そ
の
ほ
か
の
取
り
組

み
は
。

角
田

会
員
団
体
へ
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
仕
事

を
進
め
る
上
で
の
ス
キ
ル
向

上
や
マ
イ
ン
ド
強
化
を
目
的

と
し
た
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」
（
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー
）
を

年
度
か
ら

07

開
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

海
外
再
保
険
に
関
す
る
研
修

会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
会
員
団
体

の
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣

や
、
講
演
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
最
近
は
、
会
員

団
体
に
限
ら
ず
共
済
団
体
に

と
っ
て
リ
ス
ク
管
理
の
課
題

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
会
員
団
体
に
対
し
て

自
然
災
害
リ
ス
ク
の
分
析
も

支
援
し
て
い
る
。

会
員
団
体
以
外
の
共
済
団

体
に
対
し
て
は
、
共
済
協
同

組
合
間
の
連
携
強
化
を
目
的

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
支
援
し
て
お
り
、
参
加

対
象
を
業
務
、
年
代
、
役
職

な
ど
で
絞
っ
た
「
共
済
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
毎
年
開
催

し
て
い
る
。

―
―
今
後
の
計
画
や
予
定

と
、
わ
が
国
の
共
済
事
業
・

再
共
済
事
業
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

角
田

現
在
、

年
度
か

11

ら
5
年
間
の
中
期
経
営
政
策

を
策
定
中
だ
。
こ
れ
に
は
、

日
本
再
共
済
連
が
共
済
協
同

組
合
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
機
能
の
役
割
を
一
層
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
再
共
済
事

業
を
通
じ
た
共
済
協
同
組
合

の
結
集
に
よ
り
連
携
・
協
同

の
促
進
を
進
め
、
共
済
協
同

組
合
に
対
す
る
社
会
的
信
頼

の
向
上
に
寄
与
し
て
い
く
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

今
後
も
、
経
済
の
低
迷
、

雇
用
情
勢
の
悪
化
、
少
子
高

齢
化
の
加
速
な
ど
に
よ
る
契

約
数
、
組
合
員
数
の
減
少
な

ど
、
各
共
済
団
体
の
事
業
運

営
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
改
正
生
協
法
お
よ
び

保
険
法
や
会
計
基
準
の
厳
格

化
の
流
れ
に
伴
い
、
共
済
団

体
に
お
い
て
は
契
約
者
保
護

の
強
化
、
経
営
の
健
全
性
・

透
明
性
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
会

員
団
体
の
リ
ス
ク
を
再
共
済

と
し
て
引
き
受
け
、
会
員
の

経
営
に
貢
献
す
る
日
本
再
共

済
連
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
と
思
う
。

ま
た
、
国
連
は

年
を
国

12

際
協
同
組
合
年
と
す
る
こ
と

を
宣
言
し
た
。
「
一
人
は
万

人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人

の
た
め
に
」
と
い
う
協
同
組

合
の
理
念
は
、
時
代
や
社
会

が
変
わ
ろ
う
と
も
持
ち
続
け

て
大
切
に
す
べ
き
も
の
。
そ

し
て
、
そ
の
理
念
に
基
づ
く

自
主
的
な
共
済
運
動
の
火
は

消
え
な
い
し
消
し
て
は
な
ら

な
い
。

日
本
再
共
済
連
は
、
会
員

団
体
の
皆
さ
ま
と
そ
の
思
い

を
一
つ
に
し
て
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
共
済
協
同
組
合

の
た
め
の
再
共
済
事
業
と
し

て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

く
。【

角
田
修
作
（
つ
の
だ
・

し
ゅ
う
さ
く
）
氏
の
略
歴
】

1
9
4
9
年
6
月

日
生
ま

27

れ
。
2
0
0
5
年
6
月
日
本

鉄
道
労
働
組
合
連
合
会
（
J

R
連
合
）
会
長
に
就
任
、
09

年
6
月
全
国
交
運
共
済
生
協

理
事
長
に
就
任
（
現
職
）
、

年
8
月
日
本
再
共
済
連
理

09事
長
に
就
任
（
現
職
）
。

日
本
再
共
済
連
は
、
国
内
で
唯
一
、
再
共
済
事
業
を
専
門
に
行
っ
て
お
り
、
い
わ

ゆ
る
「
共
済
の
共
済
」
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
間
は
大
き
な
自
然
災
害
が
少

な
い
こ
と
も
あ
り
、
契
約
・
収
入
と
も
に
安
定
し
て
い
る
。
2
0
0
7
、

、

年

08

09

度
の
契
約
実
数
は
2
6
0
2
万
4
0
0
0
件
、
2
5
9
3
万
1
0
0
0
件
、
2
5
6

5
万
7
0
0
0
件
。
同
じ
く
、
受
入
再
共
済
掛
金
は
1
5
1
億
6
0
0
0
万
円
、
1

5
0
億
3
0
0
0
万
円
、
1
5
3
億
9
0
0
0
万
円
。
支
払
再
共
済
金
は

億
6
0

57

0
0
万
円
、

億
円
、

億
5
0
0
0
万
円
。
契
約
件
数
は
、
自
然
災
害
共
済
再
共

50

49

済
や
生
命
共
済
再
共
済
が
増
加
し
た
半
面
、
そ
の
ほ
か
の
再
共
済
契
約
が
減
少
し
た

結
果
、
わ
ず
か
に
減
少
。
契
約
口
数
は
、
会
員
団
体
の
自
然
災
害
共
済
の
加
入
が
好

調
な
こ
と
か
ら
微
増
し
て
い
る
。
ま
た
同
連
合
会
は
、
社
会
貢
献
活
動
や
研
究
活
動

な
ど
に
注
力
し
て
い
る
点
も
特
徴
だ
。
角
田
修
作
理
事
長
に
取
り
組
み
状
況
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
た
。

日本再共済連

国国内で唯国内で唯一一、、再共済事業専門団再共済事業専門団体体

社
会
貢
献
や
研
究
活
動
な
ど
に
も
注
力

角
田
修
作
理
事
長
に
聞
く


